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「広報しおがま」は、22,800部製作し、１部当たりの経費（印刷・発送）は69円です。 

問 観光交流課人・まち交流係☎364-1165
    Eメール kankou@city.shiogama.miyagi.jp
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　「東京ではなかなか感じられない体験をできる
ことが魅力です」と話してくれたのは、青山学院
大学ボランティアセンターRoote（ルート）の北原佳
惟斗さん。
　震災以降、市には毎年Rooteの皆さんがボラン
ティアに来て約２週間滞在しています。そのメンバ
ーの一人である北原さんに、東京に住む大学生が体
験した、塩竈の魅力について教えてもらいました。

　北原さんは、仲卸市場で買った魚を盛り付けて
つくる「マイ海鮮丼」について「実際に市場の人たち
と触れあい、交渉しながら買い物をして、楽しく回るこ
とができます。海鮮丼を作ることは、東京ではあまり
できない体験です」と話します。
　そのほかにも「学生は旅行の写真などをSNSに
投稿します。マイ海鮮丼の写真を投稿すると、た

くさんの友達から反応がありました。そんな写真
映えするところも、私たちにとってはかなり魅力
的ですね」と話してくれました。
　皆さんも「マイ海鮮丼」で塩竈ならではの体験を
してみませんか。
　皆さんが発見した塩竈の魅力をメールにて教え
てください。

青山学院大学
ボランティアセンターRoote
東北部  塩竈プログラムリーダー
　北原佳惟斗さん

シリーズ
塩竈の魅力再発見⑦塩竈の魅力再発見⑦

　

市
民
ま
つ
り
な
ど
で
演
奏
を
披
露
し
て
い
る

塩
竈
市
立
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
。
市
内
中
学

校
吹
奏
楽
部
が
集
ま
る
春
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン

サ
ー
ト
で
は
、
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
を
務
め
る
な

ど
、
明
る
い
演
奏
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
、
全
日
本
吹

奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
東
北
大
会
に
初
出
場
し
て
金

賞
を
勝
ち
取
り
、
10
月
13
日
㈯
に
仙
台
銀
行
ホ

ー
ル
イ
ズ
ミ
テ
ィ
21（
仙
台
市
）で
行
わ
れ
た

「
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会
」
に
出
場
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
30
人
以
内
で
構
成
さ
れ
る

小
編
成
の
部
で
は
最
高
峰
の
大
会
で
、
市
内
中

学
校
か
ら
の
出
場
は
初
め
て
で
す
。

　

顧
問
の
佐
藤
裕
一
先
生
は
「
コ
ン
ク
ー
ル
で

演
奏
し
た『
秘
儀
Ⅱ
〜
７
声
部
の
管
楽
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
４
人
の
打
楽
器
奏
者
の
た
め
の
〜
』

と
い
う
曲
は
、
人
気
で
難
し
い
曲
で
も
あ
っ
た

が
、
一
人
ひ
と
り
の
良
さ
が
生
か
せ
る
曲
だ
っ

た
」
と
選
曲
の
重
要
性
を
話
し
ま
す
。
さ
ら
に

「
東
北
大
会
は
常
連
の
学
校
が
多
い
中
、
自
分

た
ち
の
力
を
出
し
切
れ
た
と
思
い
ま
す
」
と
続

け
ま
し
た
。

　

部
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
で
の
演
奏
も
続
け
て
、
た
く
さ
ん
の
方
に
演

奏
を
聴
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
一
中

ら
し
い
明
る
い
演
奏
に
注
目
し
て
ほ
し
い
で

す
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
へ
の
意
気
込
み
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
市
内
イ
ベ
ン
ト
で
第
一
中
学
校
吹

奏
楽
部
を
見
か
け
た
と
き
は
、
東
北
を
代
表
し

た
演
奏
を
聴
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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市
内
イ
ベ
ン
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を
明
る
く
彩
る
一
中
吹
奏
楽
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市
内
イ
ベ
ン
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明
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彩
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金
賞
を
勝
ち
取
り
、東
日
本
大
会
初
出
場―

―
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勝
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取
り
、東
日
本
大
会
初
出
場―

▲市民まつりを明るい演奏で彩る

▲ジョイントコンサートではトップバッターを務める

▲部員は19人。少なさを感じさせない演奏を披露
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